高校生の食に関する認識と食育プログラム介入前後の変化 －体験型栄養教育SATシステムの食事診断を用いて－ by 魚里 明子 et al.
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食育 SAT システムで食事診断を行った．食育 SAT
システムとは，IC タグを内蔵したフードモデルと
パソコンを使ったいわさき社製の食育指導，教育

























































～名人度 1〔悪い〕の 5 段階で判定される）
②  エネルギー（kcal），③ たんぱく質摂取量（g），
④ 総脂質摂取量（g），⑤ 炭水化物摂取量（g），
⑥ 食塩摂取量（g），⑦ 野菜類摂取量（g）




1）調査日時：平成 30 年 2 月 19 日（月）  11 時から



























1） 無記名自記式質問紙調査および食育 SAT システム
による食事診断で得られたデータを個人が特定でき















れた高校 3 年生 10 名を分析対象とした．
??????????
????????
　性別は，10 名全員が女性であり，年齢は 18 歳（高
校 3 年生）であった．
???????
　家族構成は，4 人が 4 名（40%），5 人が 4 名（40%），
表 1　プログラムスケジュールおよび健康教育の内容
11:00 ～ 11:10（10 分） 研究の趣旨と目的の説明
11:10 ～ 11:30（20 分） SAT システムで日頃自分が食べている料理 1 食分を選択し，食事診断を行う．











11:50 ～ 12:10（20 分）  健康教育で学んだことをふまえて，ペアになって再度，理想的な食事を考えな
がら 1 食分を選択し，SAT システムで食事診断を行う．
12:10 ～ 12:30（20 分）  グループインタビュー：SAT システムを使用してみて，理想的な食事を考える
際に初めて知ったことや気づいたこと，驚いたことなどを自由に話し合っても
らう．
12:30 ～ 12:35（5 分） 無記名自記式質問紙の回答
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7 人が 2 名（20%）で，核家族は 6 人（60％）であった．
??????????????
　現在の身体状況については，BMI 結果は，普通
体重が 7 名（70％），痩せ気味が 2 名（20％），痩せ
が 1 名（10％）であった．主観的健康感は，「とて






















































5 名，「雑誌・本」が 4 名，「友人・知人」が 2 名，「保





















入前は，「名人度 5」が 0 名（0%），「名人度 4」が 1
名（10%），「名人度 3」が 2 名（20%），「名人度 2」
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が 1 名（10%），「名人度 1」以下が 6 名（60%）であっ
た． 介入後は，2 人ずつペアになって料理を選択し
た 5 組の結果，「名人度 5」が 3 組（60%），「名人度 4」




ご飯の量が 100g だった人が介入後は 150g に増え
ており，炭水化物の基準値以下の人が 7 名いたが，
介入後は全て基準値に入っていた．野菜摂取量が少
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介入前



































ブロッコリー ( ゆで )





ひじき ( もどし )20 ｇ
アボカド　25 ｇ
1 434 26 11.2 54.4 2.9 0 父母兄姉 5
5 19.6
麻婆豆腐
りんご 小 2 切れ
チョコレート
ホットコーヒー ( 無糖 )









































ブロッコリー ( ゆで )





























トマト ( くし形 )2 切れ
普通牛乳
フルーツヨーグルト





















トマト ( くし形 )2 切れ






3 516 26.4 10.5 78.2 3.2 73
は基準値よりはずれた値
は核家族
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